

調査報告書は現地調査総括票、表紙、調査結果概要、現地調査個票・写真集、石綿分析結果報告書、その他の添付資料で構成される。
ここでは、調査報告書の主要部分である現地調査総括票、現地調査個票・写真集の作成要領について示す。現地調査総括票は、調査した建築物の吹付け材（レベル１）および保温材・断熱材・耐火被覆材（レベル２）の石綿建材の有無を、建築物の所有者に（所有者から委託があった場合は自治体提出分も）報告し、自治体では現地調査総括票を元に建築物データベースに保存する基礎資料となる。
以下に各票の記入方法を説明する。なお、記入漏れと区別するため、記入項目について、不明および該当内容がない場合はそれぞれ「不明」、「－」と記載し、空欄としないことが大切である。
作成に当たっては記入方法を遵守し、個人差によるバラつきを無くすよう心掛ける。第三者が見てもわかりやすい票になるよう留意したい。
１．石綿含有建材に係る現地調査総括票の記入要領
現地調査総括票の記入方法を以下の項目に分けて解説を示す。
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■　

建築物の概要

　RC造　・　S造　・　SRC造

　　 F、PH　 F、B　 F　　　　　耐火・準耐火・その他

氏名

調査者

記入欄

所有者への

ヒアリング

備考

(特記事項等)

現地調査総括票

自治体名 作成部署 連絡先



(2)棟名称



(9)検査済証交付日・番号

昭和　　年　　月　　日付       第　　　　　号

(3)建築物所在地



(10)増改築の履歴 　増改築なし　･　増改築あり（昭和　　年　　月）

作成日　　　　　　　　　　　　　　　　 最終回収日　　　　　　　　　　　　　

(1)建築物名称



(8)確認済証交付日・番号

昭和　　年　　月　　日付       第　　　　　号

(7)連絡先（TEL）



(13)延べ床面積

　有　（平成　　年　　月　　日）

　無



(4)建築物用途



(11)建築物構造

(5)建築物所有者



(6)所有者住所



(12)敷地面積



[image: image2.emf]■　

所有者情報提供依頼概要

 竣工図・仕上表・矩計図・その他（　　　　　図）

依頼日　（平成　　年　　月　　日）　　　　　　　　　　　　　　　　回答日　（平成　　年　　月　　日）　　　　　　　　　　　　　　

(14)石綿調査履歴

未調査　・ 自主判断　・ 調査機関実施　・ 不明 (17)図面の有無 　　　　図面有り　・　図面無し　

その他：

(18)図面有りの場合

(19)建築確認申請図書

の有無

　有　　（　　　　　　　　　図）

所有者へのヒアリングの

実施の有無

　有　（平成　　年　　月　　日）

(23)石綿処理歴-2

 無 ・ 有

（除去・封じ込め・囲い込み）　（　　年　月）

（部屋名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　無

(21)改修工事歴-2  改修工事　（　　　　年　　月）　（部屋名：　　　　　　　　）

(16)調査報告書の有無

　無　・　有　

（前回の調査報告書写しを本書に添付のこと）

(22)石綿処理歴-1

 不明 ・ 無 ・ 有（除去・封じ込め・囲い込み）（　　年　　月）

（部屋名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

調査者記入欄

(15)調査

機関実施

の場合の

み記載

調査会社名



　無     　　　　　　　　　　　　　　　　　　竣工　　年　　月

調査時期 平成　　年　　月　　日 (20)改修工事歴-1  不明・改修工事

（　　　　年　　月）

（部屋名：　　　　　　　　）

分析会社名



所有者から得られた情報で必要と思

われる事項等


[image: image3.emf]■

　今回調査の概要

登録番号



調査日 平成　　年　　月　　日（　）　　：　　～　　： 調査者氏名



※調査会社は調査に関係する資格などがあればその証を、調査者は資格証などを、分析会社は各種登録証、資格証、結果報告書その他を本書に添付のこと

調査会社名



分析会社名



調査会社住所･TEL



分析会社住所・TEL 　　　　　　　　　　　　　　　TEL


[image: image4.emf]■

　今回調査箇所

棟・階 部位 材料名 レベル 調査手法 劣化度 参照頁

例)○棟○F

（注１） （注2） （注3） 目視・採取 （注4） 個票頁数 現場の特異性等

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

棟・階層 部位 材料名 レベル 調査手法 劣化度 参照頁

例)○棟○F-○F

梁、柱、・・・ （注2） （注3） 目視・採取 （注4） 個票頁数 現場の特異性等

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

（注1）

（注2）

（注3）

（注4）「3.6.3石綿の劣化に関する記録」を参照し判定する。　※尚、本票は調査個所数の増加などの場合、必要に応じて行数、頁数を挿入すること。

部屋名 分析結果 備考

EV機械室、事務室・・・ 有無、種別、含有量



分析結果 備考



竪穴区画・煙突



有無、種別、含有量



例）PS、階段、EVシャフト、・・・（　）



（平成24年12月22日）に掲載されている分類による。石綿含有建材ではない場合「-」と必ず記入する。



※本「記入例」は便宜的に部位欄の「天井」表記は天井仕上げ材および天井裏の見上げ上階の床下も兼ねている。

別添の「建材一覧表」から選定する。　※本「記入例」は便宜的に仕上がり材料名を記している。

想定されるレベルを必ず記載。レベルの定義は建設業労働災害防止協会編「石綿技術指針対応版　石綿粉じんへのばく露防止マニュアル」


[image: image5.emf]■ 

今回調査できなかった箇所

棟・階

※

推定部位

推定材料名

参照頁

※

部屋名

※

調査できなかった理由 備考



今回調査箇所と同様に記載する。
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調査者から今後の維持・管理のためのアドバイス（石綿が検出された場合に記入）

維持

環境調査

対策

措置

その他


１.１　建築物の概要
　この部分は、所有者が所有している情報について記載する事項である。不明な点は当該地区の自治体にて内容を調査する必要がある。調査者に建築物調査の依頼があった時点で、この項目は既に所有者により記載されている部分であるが、今回の調査を通じて判明した事実を追加記載する。
[image: image7.emf]担当者名

は所有者記入個所 ・該当する選択肢を○で囲む、不明の個所は「不明」と記入のこと

■　

建築物の概要

　RC造　・　S造　・　SRC造

　　 F、PH　 F、B　 F　　　　　耐火・準耐火・その他

氏名

調査者

記入欄

所有者への

ヒアリング

備考

(特記事項等)

現地調査総括票

自治体名 作成部署 連絡先



(2)棟名称



(9)検査済証交付日・番号

昭和　　年　　月　　日付       第　　　　　号

(3)建築物所在地



(10)増改築の履歴 　増改築なし　･　増改築あり（昭和　　年　　月）

作成日　　　　　　　　　　　　　　　　 最終回収日　　　　　　　　　　　　　

(1)建築物名称



(8)確認済証交付日・番号

昭和　　年　　月　　日付       第　　　　　号

(7)連絡先（TEL）



(13)延べ床面積

　有　（平成　　年　　月　　日）

　無



(4)建築物用途



(11)建築物構造

(5)建築物所有者



(6)所有者住所



(12)敷地面積


左欄の記入
	項目
	記入に当たっての注意事項

	建築物名称
	建築物の調査時点での名称を記入する。（例：○○ビル、○○文化センター、○○邸、○○パーキングなど）

	棟名称、番号
	棟名称または棟番号がある場合は記入する。（Ａ棟、Ｂ棟、１号棟など）

	建築物所在地
	地番・家屋番号ではなく住居表示を記入する。（東京都○○区○○○丁目○番○→東京都○○区○○○丁目-○-○）

	建築物用途
	学校、店舗併用住宅、工場、商業ビル（国交省規定）などを記入する。

	建築物所有者
	調査時点の所有者名（法人・個人）を記入する。

	所有者住所
	住居表示を記入する。

	連絡先（TEL）
	電話番号（携帯電話でも可）、氏名も記入する。（事務的な連絡先である）


右欄の記入
	項目
	記入に当たっての注意事項

	確認済証交付日・番号
	可能な限り年月日まで記入する。

	検査済証交付日・番号
	可能な限り年月日まで記入する。


	増改築の有無
	増改築年は可能な限り年月まで記入する。

	建築物構造
	鉄骨造はＳ造、鉄骨鉄筋コンクリート造はＳＲＣ造など略称でよい。
階数も記入する。地下１階はＢ１Ｆ、塔屋２階はＰＨ２Ｆとする。

	敷地面積
	小数点以下は切り捨てとする。

	延べ床面積
	小数点以下は切り捨てとする。

	調査者記入欄備考
	・特記事項を記載する。例えば、「(10)について「増改築名なし」になっていたが、ヒアリングや調査の結果、増改築があったことが判明した。」
・通常は管理会社○○○○、担当○○、TEL○○-○○○-○○○○が維持管理している。



１．２　所有者情報提供依頼概要
この部分は建築物調査以前に、当該地区の自治体が所有者へのアンケートを実施し、記載されている項目である。ただし、調査者による調査で訂正される場合もありうるので、調査者には、建築物の改修工事等に十分注意して以下の内容を再度確認することが求められる。できれば、調査の前に所有者にヒアリングし、情報を得るようにする。
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所有者情報提供依頼概要

 竣工図・仕上表・矩計図・その他（　　　　　図）

依頼日　（平成　　年　　月　　日）　　　　　　　　　　　　　　　　回答日　（平成　　年　　月　　日）　　　　　　　　　　　　　　

(14)石綿調査履歴

未調査　・ 自主判断　・ 調査機関実施　・ 不明 (17)図面の有無 　　　　図面有り　・　図面無し　

その他：

(18)図面有りの場合

(19)建築確認申請図書

の有無

　有　　（　　　　　　　　　図）

所有者へのヒアリングの

実施の有無

　有　（平成　　年　　月　　日）

(23)石綿処理歴-2

 無 ・ 有

（除去・封じ込め・囲い込み）　（　　年　月）

（部屋名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　無

(21)改修工事歴-2  改修工事　（　　　　年　　月）　（部屋名：　　　　　　　　）

(16)調査報告書の有無

　無　・　有　

（前回の調査報告書写しを本書に添付のこと）

(22)石綿処理歴-1

 不明 ・ 無 ・ 有（除去・封じ込め・囲い込み）（　　年　　月）

（部屋名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

調査者記入欄

(15)調査

機関実施

の場合の

み記載

調査会社名



　無     　　　　　　　　　　　　　　　　　　竣工　　年　　月

調査時期 平成　　年　　月　　日 (20)改修工事歴-1  不明・改修工事

（　　　　年　　月）

（部屋名：　　　　　　　　）

分析会社名



所有者から得られた情報で必要と思

われる事項等


左欄の記入
	項目
	記入に当たっての注意事項

	石綿調査履歴
	調査者による調査であるなしを問わず、以前に当該建築物の石綿調査を実施したことがあるかの確認である。過去に調査を行った事実があった場合は、その際の調査報告書を見せてもらう必要がある。少なくとも調査実施機関の名称を記載しておく必要がある。
該当項目に○印をつける。

	調査会社名
	過去の調査報告書を実際に見て記入する。

	調査時期
	過去の調査ではバーミキュライトなどは分析されていない可能性もあるので、調査・分析した時期は重要であり、所有者に趣旨を理解してもらうように努める。

	分析会社名
	過去の調査報告書を実際に見て記入する。調査会社と分析会社が同じ場合と異なる場合がある。

	調査報告書の有無
	過去に実施した調査報告書が存在する場合、その報告書を全ページともコピーし、今回の調査報告書に添付する。この場合も調査時期、分析方法を主眼としていることを所有者に説明する。


右欄の記入
	項目
	記入に当たっての注意事項

	図面の有無
	ある場合は、可能な限り図面を見せてもらう。調査の趣旨では竣工図や仕上げ表、平面図を確認する必要があるが、その他に調査に参考となる図があればできるだけ閲覧する。これらは「現地調査個票」にコピーを添付しておいて活用する。
なお、図面には確認図や竣工図、意匠図（特記仕様書、内装仕上表、外構図や平面図、天井伏図、断面図、立面図、コア部詳細図、矩計（かなばかり）図など）、構造図（仕様書、防火区画書など）、設備図（設備用特記仕様書、配管図、貫通部詳細図など）、施工図（カーテンウォール図など）、間取り図、一般概要図、敷地図などがある。煙突図が別に作成されていることも多い。

	図面ありの場合
	竣工図・仕上表・矩計図に○をする。その他の図面の場合は具体的名称を記載する。

	建築確認申請図書の有無
	建築確認申請図書がある場合は図面の種類を記入する。また、竣工年月がわかる場合に記入する。

	改修工事歴－１
	どの部屋を改修したか、その際に（２２）（２３）の石綿処理歴が存在するかを確認する。所有者が変わったなどで不明の場合は不明に○をする。トイレや給湯器の入れ換えなど、本調査の趣意とは異なる場合には不明としてよい。賃貸ビルなど改修履歴の多い建物などについては、わかる範囲で別紙にまとめ、改修工事歴の欄には別紙ありと記載する。

	改修工事歴－２
	

	石綿処理歴-1
	石綿処理歴がある場合は、除去・封じ込め・囲い込みの区別に○をする。年月も記入する。

	石綿処理歴-2
	


調査者記入欄
	項目
	記入に当たっての注意事項

	調査者記入欄
	調査者が事前に実施した所有者へのヒアリング内容や実際に調査した上でのコメントを記載する。
例えば所有者が石綿封じ込め工事や囲い込み工事を実施したという話があっても、正しく理解されていない場合があるので、現地調査ではこの部屋も確認しておきたい。対象となる吹付け石綿になんらの飛散防止処置を施されずに、ボード類で覆った工事を「封じ込め」や「囲い込み」と称するなどが考えられる。「封じ込め」では正しく薬液が塗布されているもの、「囲い込み」では平成18年国土交通省告示1173号に基づいて設置が義務付けられている点検口が当該箇所には設置されておらず、「囲い込み」の要件を満たす状態とはなっていなかった」などと記載する。


１．３　今回調査の概要
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　今回調査の概要

登録番号



調査日 平成　　年　　月　　日（　）　　：　　～　　： 調査者氏名



※調査会社は調査に関係する資格などがあればその証を、調査者は資格証などを、分析会社は各種登録証、資格証、結果報告書その他を本書に添付のこと

調査会社名



分析会社名



調査会社住所･TEL



分析会社住所・TEL 　　　　　　　　　　　　　　　TEL


左欄の記入
	項目
	記入に当たっての注意事項

	調査日
	調査日および概略時間を記入する。

	調査会社名
	調査者が所属する会社名、個人資格で調査する場合は屋号、なければ個人名を記入する。

	調査会社住所
・TEL
	調査者が所属する会社の住居表示と電話番号を記入する。個人の場合もこれに準じる。本調査に関して建築物所有者、自治体その他からの問い合わせがあることが想定されるので、必ず連絡先の電話番号は記入する。


右欄の記入
	項目
	記入に当たっての注意事項

	調査者氏名
	本調査を主体的に行った者の氏名および登録番号を記載し、補助した者の名前の併記は不要とする。また、本報告書には調査者登録証のコピーを添付すること。本調査報告書の記載の全部を調査者自らが行い、その発行について責任を負うことに留意する。

	分析会社名
	分析機関名を記入する。

	分析会社住所
・TEL
	分析機関住所や電話番号の記入は必須である。


１．４　今回調査箇所
本項は①設計図書などに石綿含有可能性材が掲載されている部屋②現場にて石綿含有可能性材を発見し採取した部屋③一般的に石綿含有可能性材が使われる可能性が高い部屋の順を勘案した現場調査を行い、その結果を記載する。大きな建築物や部屋数の多い案件では、この一覧表と同様の欄を次ページに設けて記載することが望ましい。
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　今回調査箇所

棟・階 部位 材料名 レベル 調査手法 劣化度 参照頁

例)○棟○F

（注１） （注2） （注3） 目視・採取 （注4） 個票頁数 現場の特異性等

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

棟・階層 部位 材料名 レベル 調査手法 劣化度 参照頁

例)○棟○F-○F

梁、柱、・・・ （注2） （注3） 目視・採取 （注4） 個票頁数 現場の特異性等

目視・採取

目視・採取

目視・採取

目視・採取

（注1）

（注2）

（注3）

（注4）「3.6.3石綿の劣化に関する記録」を参照し判定する。　※尚、本票は調査個所数の増加などの場合、必要に応じて行数、頁数を挿入すること。

部屋名 分析結果 備考

EV機械室、事務室・・・ 有無、種別、含有量



分析結果 備考



竪穴区画・煙突



有無、種別、含有量



例）PS、階段、EVシャフト、・・・（　）



（平成24年12月22日）に掲載されている分類による。石綿含有建材ではない場合「-」と必ず記入する。



※本「記入例」は便宜的に部位欄の「天井」表記は天井仕上げ材および天井裏の見上げ上階の床下も兼ねている。

別添の「建材一覧表」から選定する。　※本「記入例」は便宜的に仕上がり材料名を記している。

想定されるレベルを必ず記載。レベルの定義は建設業労働災害防止協会編「石綿技術指針対応版　石綿粉じんへのばく露防止マニュアル」


	項目
	記入に当たっての注意事項

	棟・階
	多くの建築物は独立した１棟であるが、複数建築物がある場合（○○棟）には別紙に棟別に整理し追加してもよい。階は必ず記載すること。工場、倉庫、体育館などの平屋の場合でも１階と記載する。

	部屋名
	必ず記載する。階段が複数ある場合には北側階段、Ｂ階段などと固有の名称を記入する。配管保温材などを調査、採取した場合は、その調査した部屋名を記載する。この詳細は次ページ以降に添付する「現地調査個票」と関連することになる。

	竪穴区画・煙突
	ＥＶシャフト内部などの竪穴空間について記載する。棟・階層欄に、棟名称とその竪穴空間が含まれる階層の名称を記入し、竪穴区画・煙突欄には、竪穴名称と実際に調査を行った場所（階）を（　）内に記載する。

	部位
	はり、柱など建築一般呼称でよい。採取した位置を指しているのではなく、石綿含有可能性材があった部位の全部を示している。

	材料名
	表１．建材一覧表を参照に材料の形態を統一された一般名称（表１．の番号で可）で記載する。欄内の文字数が限られているので略称や通称（例：吹付けバーミキュライトは吹付け蛭石、吹付けロックウールは吹付けＲＷなど）でも良い。番号で記入した時は表１．を添付する。

	レベル
	必須の記入項目である。表1.3に示す区分で記載する。

	調査手法
	採取した場合は「採取」に○をする。目視で石綿含有可能性材を発見し、既に採取した箇所と同じ石綿含有品のため、検体採取をしなかった場合や、調査対象となる吹付け材や保温材等が無かった場合「目視」の項目に○をする。ただし、調査者の技術、経験には差があることが想定されるので、原則は“疑わしい物は検体を採取”する（レベル１，２は原則採取する）。

	劣化度
	劣化度の判定は調査者の技術として重要であり、必須の記入項目である。十分な知識と経験、正確性と公平性、普遍性が求められていることに留意する。表２.吹付け石綿の劣化度判定を参照し判断する。

	分析結果
	本項には分析機関から送られてきた「石綿分析結果報告書」に基づいて忠実に、石綿の種別（または石綿不検出の表記）、含有量をそのまま転記する。含有量に小数点の記載があればそのまま転記する。

	参照ページ
	調査メモ（個票など）を基に清書した個別の部屋の状況（簡単な間取り、採取位置など）を簡潔に記入し添付した個票のページ番号を記入する。

	備考
	簡潔にその部屋の特異性や石綿含有可能性材に関する特記事項を記入する。詳しくはその部屋の詳細ページを見ることになる。
例１：はりを除く天井
例２：石綿が床に相当数落ちているような場合→脱落箇所多し


表１．建材一覧表
	分類
	NO.
	建材の種類
	略称および通称

	吹付け材
	101
	吹付け石綿
	吹付け石綿

	
	102
	石綿含有吹付けロックウール（乾式・半乾式）
	吹付けＲＷ(乾式・半乾式)

	
	103
	石綿含有吹付けロックウール（湿式）
	吹付けＲＷ(湿式)

	
	104
	石綿含有吹付けバーミキュライト
	吹付け蛭石

	
	105
	石綿含有吹付けパーライト
	吹付けパーライト

	保温材・耐火被覆材・断熱材
	201
	石綿含有けいそう土保温材
	けいそう土保温材

	
	202
	石綿含有ケイ酸カルシウム保温材
	ケイカル保温材

	
	203
	石綿含有バーミキュライト保温材
	蛭石保温材

	
	204
	石綿含有パーライト保温材
	パーライト保温材

	
	205
	石綿保温材
	石綿保温材

	
	206
	石綿含有ケイ酸カルシウム板第２種
	ケイカル２種

	
	207
	石綿含有耐火被覆板
	耐火被覆板

	
	208
	屋根用折板石綿断熱材
	屋根用折板断熱材

	
	209
	煙突用石綿断熱材
	煙突用断熱材

	その他アスベスト含有建材（成形板等）
	301
	石綿含有スレートボード・フレキシブル板
	フレキシブルボード

	
	302
	石綿含有スレートボード・平板
	大平板

	
	303
	石綿含有スレートボード・軟質板
	スレート・軟質板

	
	304
	石綿含有スレートボード・軟質フレキシブル板
	軟質フレキシブル板

	
	305
	石綿含有スレートボード・その他
	スレート・その他

	
	306
	石綿含有スラグせっこう板
	スラグせっこう板

	
	307
	石綿含有パルプセメント板
	防火板

	
	308
	石綿含有ケイ酸カルシウム板第１種
	ケイカル板

	
	309
	石綿含有ロックウール吸音天井板
	ロックウール天井板

	
	310
	石綿含有せっこうボード
	せっこうボード，ＰＢ

	
	311
	石綿含有パーライト板
	パーライト板

	
	312
	石綿含有その他パネル・ボード
	その他パネル・ボード

	
	313
	石綿含有壁紙
	不燃クロス

	
	314
	石綿含有ビニル床タイル
	Ｐタイル

	
	315
	石綿含有ビニル床シート
	ビニル床シート

	
	316
	石綿含有ソフト巾木
	シート巾木

	
	317
	石綿含有窯業系サイディング
	窯業系サイディング

	
	318
	石綿含有建材複合金属系サイディング
	複合金属系サイディング

	
	319
	石綿含有押出成形セメント板
	ＥＣＰ

	
	320
	石綿含有スレート波板・大波
	大波スレート

	
	321
	石綿含有スレート波板・小波
	小波スレート

	
	322
	石綿含有スレート波板・その他
	スレート波板・その他

	
	323
	石綿含有住宅屋根用化粧スレート
	コロニアル，カラーベスト

	その他アスベスト含有建材（成形板等）
	324
	石綿含有ルーフィング
	ルーフィング

	
	325
	石綿セメント円筒
	セメント円筒

	
	326
	石綿セメント管
	セメント管

	
	327
	石綿発泡体
	リトフレックス


表２.　吹付け石綿の劣化度判定
	劣化度分類
	状態　（参考写真）
	調査者による劣化原因の推理等

	劣化なし
	・人為的な傷やへこみが局所的には少数あるが全体として表面劣化が見られない。
・小さな傷はあるがロックウールリッチの吹付けで表面にセメントスラリーが施工されており、表面が安定している
・湿式吹付けであり表面が安定している。
	・報告書には当該箇所が石綿含有であり、少しの打傷でも飛散の恐れがあるからスコップを立てかけないとか、洗濯物を干さないなどの使用上の注意を記しておく
・表面の小さなキズの補修方法を教示しておく


	やや劣化

	・状態はよいが吹き放し工法である（セメントスラリー掛けがしていない）
・折板屋根に吹付けされている
・全体の状態は良いが、漏水による局部的な劣化が見られる。（一部劣化状態）
・全体の状態はよいが人為的な多数の損傷が２面（２スパン）以上にわたってある（一部損傷状態）
	・表面が平滑ではなく、粗密も多い。繊維の絡み合いも少ないので気流によっては飛散するだろう
・設備的な不具合や使用上の誤りなどで発生した不具合。現在は止水されていても過去の漏水で吹付け材がぼろぼろになっていることもある（一部劣化状態）
・部屋の使用方法に人為的な問題があるが、損傷の痕が補修されておらず、看過出来ない傷もある（一部損傷状態）

	劣化

	・一部分でも自然脱落している（部材が無いところがある、天井裏や機器類の上に破片が落ちている等）
・複数面（スパン）にわたり多数の損傷の痕がある、深層までの傷がある、繊維の垂れ下がりが見える、擦過傷の面積が大きい等
・全体的に荒れた表面である
	・材料がロックウールリッチなので素材に結合力がないのだろう
・建築物の揺れ（地震、風圧その他）で付着力が落ちたのだろう
・設備や照明等の改修作業が頻繁に行われ、スペース的に狭くて作業者が背中などで擦っているのだろう
・建築時の施工そのものが粗かった


１．５　今回調査できなかった箇所
調査においては、セキュリティー上の理由、労働安全衛生上の理由などにより、調査が十分にできない場合が考えられるが、このような場合には、下記の記入欄に必ずその旨をメ記載しておく必要がある。
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今回調査できなかった箇所

棟・階

※

推定部位

推定材料名

参照頁

※

部屋名

※

調査できなかった理由 備考



今回調査箇所と同様に記載する。


	項目
	記入に当たっての注意事項

	棟・階
	多くの建築物は独立した１棟であるが複数建築物がある場合（○○棟）には別紙に棟別に整理し追加してもよい。階は必ず記載すること。工場、倉庫、体育館などの平屋の場合でも１階と記載する。

	部屋名
	必ず記載する。階段が複数ある場合には北側階段、Ｂ階段などと固有の名称を記入する。

	推定部位
	調査対象として推定される部位についてはり、柱など建築一般呼称で記載。

	推定材料名
	推定される材料名を表１．建材一覧表を参照に材料の形態を統一された一般名称（表１．の番号で可）で記載する。欄内の文字数が限られているので略称や通称（例：吹付けバーミキュライトは吹付け蛭石、吹付けロックウールは吹付けＲＷなど）でもよい。番号で記入した時は表１．を添付する。

	調査できなかった理由
	簡潔で具体的に記入する。
例えば居住者がいて使用中とか、鍵が無くて入室できず、高圧電流系統があり危険と判断したなど現状に合った内容を記入する。

	参照頁
	現地調査個票の該当するページ番号を記入する。

	備考
	特記事項を記入する。


１．６　調査者から今後の維持・管理のためのアドバイス
調査の結果を基に総合的な判断から、所有者などへのアドバイスを記載する項目である。総合的判断とは維持、環境調査、対策、措置、その他について判断することである。調査は石綿使用有無の確認と使用している場合はその劣化度を主として確認したものであり、部屋の使用頻度や使用者数まで十分調査していないため、部屋ごとのリスクは判定できない。しかし、建築物調査の本来の趣旨は、当該建築物の使用による今後の石綿の健康リスクを総合的に判断する最も重要な情報となるため、使用頻度など判断可能な部屋の場合にはリスクに応じた記載が望ましい。建築物の管理は建築物所有者の責任範囲だが、調査者にも今後の管理の参考意見を求められる場合も多いと推定されるので、劣化の判断を主としつつ、一定の総合判断が必要となる。
石綿含有建材などを使用している部屋は、使用頻度が多ければリスクは高く、年数回しか使用されないような部屋の場合は低い。未成年者が利用する場合や不特定多数の人が使用するような部屋はリスクが高いので、劣化度が「やや劣化」でも石綿濃度測定と慎重な管理を推奨することが適切である。例えば、地下の非常用発電機室で年数回程度の特定者使用なら、石綿濃度測定の優先度は低くなる。部屋の天井に擦過痕が見受けられたら、「天井に触れると石綿飛散となるので注意書きを表示し、触れないよう指導してください。」など調査者の意見を記載する必要がある。
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調査者から今後の維持・管理のためのアドバイス（石綿が検出された場合に記入）

維持

環境調査

対策

措置

その他


	項目
	記入に当たっての注意事項

	維持
	日常の維持管理で注意すべきことを記入する。

	環境調査
	定期的な環境測定の推奨などを記入する。

	対策
	石綿含有建材の状況に応じて、早期に対応すべき方策などを記入する。

	措置
	石綿の除去に向けた中長期的な計画について記入する。

	その他
	上記の項目以外で特に必要と思われた事項を記入する。


劣化度が「劣化」の場合、今後の管理のため石綿濃度測定が必要となるので、その点を記載する。床や天井ボード裏に石綿の破片があり、石綿粉じんの飛散が懸念される場合、石綿濃度測定の速やかな実施とともに、部屋への立ち入りの注意喚起などが考えられる。
劣化度が「やや劣化」の場合においても、可能な限り石綿濃度測定を推奨する。表示や管理のあり方について一定の見解は示しにくいが、使用頻度の多少、使用者が不特定多数か特定か、使用者に未成年が多いかなど考えて記載する。
劣化度が「劣化なし」の場合、調査済みか、今後の維持管理として定期的調査の必要性を推奨する。
以下に、劣化度に基づき、リスクも加味した記載例を示す。
＜１＞劣化の場合、以下の表現が適切と思われる。
　①　維持：除去工事の実施と、半年に１回以上の定期的な目視点検（劣化状況確認）が必要です。
②　環境調査：速やかな実施が必要です。
③　対策：吹付け石綿などの劣化が見られ、入室の際には保護具などの着用が必要です。
また、環境測定の結果によっては、入室禁止などの措置をとることを推奨します。
　④　措置：原則的に除去工事を推奨します。
＜２＞やや劣化の場合、表現が難しく参考例に基づいて記載する必要がある。
　① 維持：損傷箇所の補修と、年１回以上の定期的な目視点検(劣化状況確認)を行ってください。
②
環境調査：多くの方が使用するため、石綿濃度測定の実施を推奨します。
③
対策：できるだけ早い時期に、囲い込み（ビニールや合板などで囲い表面が露出しないようにする）などを検討してください。
④
措置：吹付け石綿は露出し、やや劣化しているために、将来的には除去することを推奨します。
＜３＞劣化なしの場合
　① 維持：年1回以上の定期的な目視点検（劣化状況確認）を推奨します。
②
環境調査：当面は不要ですが、今後実施が必要な場合もあります。
③
対策：該当室に入室する人へ吹付け石綿が使用されていることの告知と、注意事項（触らない、物を立てかけない、喫煙・飲食しないなど）の伝達を推奨します。
④
措置：人が接触しやすい箇所などは、今後、囲い込みなどの対策工事を検討してください。将来的には除去することを推奨します。
　
　分析の結果、石綿を検出しなかった場合、当欄には“石綿レベル１および２はなかった”と記載する。

２．　石綿含有建材に係る現地調査個票の記入
現地調査総括票に合本する、外観と個別の現地調査個票が別途に必要となる。建築物所有者の都合などによって入室できなかった部屋と、調査者の不注意によって入室しなかった部屋は、目視していないという結果では同じであっても、石綿調査の意義としては同じではない。所有者の理由の場合、今回の調査後に、未調査範囲として再調査することが可能である。しかし、調査者のミスによる、調査し忘れた部屋は「石綿なし」とされ、所有者の安全配慮への意識が欠落してしまうことになる。この結果、「石綿なし」を前提とした内装改修工事などが行われた場合、調査者の責任は重い、ということになる。
同じような部屋を次々と調査するような場合には、調査者の記憶違いなどが起こり得る。こうしたさまざまな現地の状況において調査を正確に行うため、調査者がその調査対象部屋内でメモ書きなどをしておくことは、後からの調査報告書の作成にも有効である。さらに各シーンでこまめに写真を撮影しておくことは、デジカメの撮影時間データ機能とあいまって思い出し効果も期待できて有効な資料となる。１部屋終了ごとのメモが、後の写真の整理や調査報告書の作成時に効果を発揮する。次の部屋に行く前には必ず習慣としてメモしておきたい。
現地調査個票は個別（部屋別など）に巡視した部屋を１部屋１ページとし記載する。あくまで調査者の現場でのメモ書きという位置付けであり、メモや自由記載欄を各調査者が自由に活用して、間取り図の清書、写真の添付などわかりやすいように記載する。建築図面があればその部分を切り抜き、コピーし貼り付けでもよい。なお、部屋別を基本とするが、小規模の建物などではフロアごと、住戸などの場合は住戸ごとの作成も可とする。
[image: image13.emf]現地調査個票<外観>

階数 定礎 有・無 内容：

構造 外壁構造

備考

メモ

例）建築物構造、使用建材、非常階段、換気ガラリ、トイレ小窓、ペントハウス位置、方位（北）、定礎
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[image: image14.emf]現地調査個票<部屋毎>

階： 部屋名： 部位： 材料： 厚さ：

劣化度：

備考：

採取・目視

メモ

凡例：◆天井から採取・◇目視、　▲壁から採取・△目視、　■（　　　　　　　）から採取、　→進入路
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２．１　外観の記入
外観記入用の票に記入するに当たり、建築物の外観をじっくり観察し撮影することから始める。建築物の外周を一周し、建築物の構造を注視する。
[image: image15.emf]現地調査個票<外観>

階数 定礎 有・無 内容：

構造 外壁構造

備考

メモ

例）建築物構造、使用建材、非常階段、換気ガラリ、トイレ小窓、ペントハウス位置、方位（北）、定礎



頁：　　／


	項目
	記入に当たっての注意事項

	階数
	階数を記入する。

	定礎
	定礎があれば、その印刻された内容についてメモをとるだけでなく、近寄って写真に収めておく。

	構造
	Ｓ造やＲＣ造など、建物構造について記入する。

	外壁構造
	建築物正面側は化粧仕上げとなることが多いが、カーテンウォール（ＣＷ）やＰＣ板、軽量気泡コンクリート（ＡＬＣ）などの種別にも注視する。

	備考
	特記すべき事項を記入する。

	メモ
	気付いたことを記入する。

	自由記入欄
	非常階段や排気ガラリの位置、トイレの小窓やＰＨの位置から、調査対象の建築物のおおよその間取りを把握できる場合がある。写真やスケッチを挿入する場合は、見ている面の方位を、例えば「南面」などと示す。


２．２　部屋ごとの記入
１部屋終了ごとのメモが、後の写真の整理や調査報告書の作成時に有効となる。次の部屋に行く前に必ず習慣としてメモしておきたい。その際に各部屋の終了時刻を記入しておくと後日の整理で便利である。また、調査においては、セキュリティー上の理由、労働安全上の理由などにより、調査が十分にできない場合が考えられるが、このような場合には、必ずその旨をメモしておく必要がある。
調査の動線については立会い者と話しておき、例えば、最上階から下階に下がりながらの調査とする、同一階ではコアを中心に時計回りの調査とするなどあらかじめ決めておく。
[image: image16.emf]現地調査個票<部屋毎>

階： 部屋名： 部位： 材料： 厚さ：

劣化度：

備考：

採取・目視

メモ

凡例：◆天井から採取・◇目視、　▲壁から採取・△目視、　■（　　　　　　　）から採取、　→進入路
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	項目
	記入に当たっての注意事項

	ページ
	現地調査総括票の今回調査箇所、参照ページの該当欄にこのページ番号を記入する。

	階
	階は必ず記載すること。多くの建築物は独立した１棟であるが、複数建築物がある場合（○○棟）には、別紙に棟別に整理し追加してもよい。また、コア部分は共通で、西翼、東翼などの構造となっている建物もある。工場、倉庫、体育館などの平屋の場合でも１階と記載する。

	部屋名
	必ず記載する。階段が複数ある場合には北側階段、Ｂ階段などと固有の名称を記入する。配管保温材などを調査、採取した場合は、その調査した部屋名を記載する。

	部位
	はり、柱など建築一般呼称でよい。採取した位置を指しているのではなく、石綿含有可能性材があった部位の全部を示している。

	材料名
	表１．の建材一覧表を参照に材料の形態を統一された一般名称（表１．の番号で可）で記載する。欄内の文字数が限られているので略称や通称（例：吹付けバーミキュライトは吹付け蛭石、吹付けロックウールは吹付けＲＷなど）でもよい。

	厚さ
	吹付け材の厚さを確認できる場合は記載する。

	劣化度
	劣化度の判定は調査者の技術として重要であり、必須の記入項目である。十分な知識と経験、正確性と公平性、普遍性が求められていることに留意する。表２.　吹付け石綿の劣化度判定を参照し判断する。

	備考
	簡潔にその部屋の特異性や石綿含有可能性材に関する特記事項を記入する。詳しくはその部屋の詳細ページを見ることになる。
例１：石綿が床に相当数落ちているような場合→脱落箇所多し
例２：大きな装置や機器があり奥まで入れない場合→障害物あり、奥側の面の目視できず

	目視・採取
	該当する方に○印をつける。

	メモ
	気付いたことを記入する。

	自由記入欄
	１．間取りは可能な限り方位・北を上辺にする。
２．部屋のスケッチ（または平面図）を記入する。最低でも大まかな部屋の形、ドア（進入口）、窓の位置などは記入しておきたい。また、部屋の位置が特定できるように、隣接する室や廊下などを含めた範囲をスケッチするよう心掛ける。間取り図がある場合は、後日、これを貼り付け、説明を記入する。
３．採取箇所の位置を記入する。


３　写真集の作成
　現地での写真撮影は、その写真を編集し、調査報告書を作成する調査者自身がカメラマンとなることが望ましい。調査に補助員がいた場合でも、同一の現場を同時刻に撮影しても構図や撮影意図、視点が異なり編集時に混乱をきたすことになる。調査には、ある種の流れ、統一感、調査者自身が経験を積んで慣れ親しんだ手法などカメラワークが必要だとも言える。従って調査者自身がカメラマンも兼ねることを推奨する。また、第三者に撮影時の状況を知らせるためにコメントを必ず記載する。なお、カメラの設定時刻は正確にしておくこと。後日整理する段階で、どの部屋の写真か、部屋ごとに記入した退出時刻と照らし合わせることで、混乱を避けることができる。
	写真
	コメント

	
	

	
	

	
	


	項目
	記入に当たっての注意事項

	写真
	1. 現地の部屋の雰囲気、調査対象物の素顔（素材感など）を伝えられるかがポイントとなる。全体の雰囲気を伝えつつ、強調したい部分を写し込むということになる。デジカメは撮影したものをすぐに見ることが出来、フィルムのように撮影枚数を気にすることもないので、これをメモ帳代わりの「忘備録」のつもりで、たくさん撮影しておくことを推奨する。
2. 撮影は高品位モードではなく標準モードでよい。パソコンなどへの入力も標準モードとし、現地調査報告書の編集や添付も150KB/枚前後で構わない。
3. 黒板やホワイトボードを用意する。撮影基準は国土交通省「デジタル写真管理情報基準」注1に則って撮影する。画像の補正（暗く写ったので明るく補正した）、トリミング（指が写ったのでトリミングした）などは写真を分かりやすくする行為であるから問題はない。
注1：「http://www.cals-ed.go.jp/calsec/rule/photo6.pdf」を参照。
4. 廊下側のドアに、例えば空調機械室などこれから入室する部屋名が記されている場合がある。対象部屋に入る前のメモとして、また習慣として撮影しておきたい。後の編集作業の時に“忘れを防ぐ”メモとして役に立つ。デジカメでは音声を挿入することも可能なので、無表示の部屋などでの使用は有効である。
5. 対象物をアップで真正面から撮影することは出来るだけ避けたい。平面的で内容不明、部位不明の写真となってしまう。調査報告書に掲載する予定の写真については、アップでの撮影は自分のメモ用とし以下の構図を意識しておきたい。２面（天井＋壁）または３面（天井＋壁＋壁、つまり部屋の隅を意味する）を意識した写真の構図（フレーミング）としたい。写真に奥行きや状況、雰囲気を表現するコツともいえる。逆光撮影も場合により有効である。フラッシュを用いて撮影すると材料の凹凸や質感が出る。石綿の劣化度などを表現するには極めて有効である。
6. 石綿調査の撮影では、ある部分（例えば複数箇所ある配管エルボのうちの１本のみ）を指さし写真として強調したい場合などがある。モニターを見ずに片手で撮影するシーンも多い。複数枚撮影をしておくなど普段から練習しておきたい。最近では手ブレ防止機構がついているカメラが多い。片手を差し込んでの煙突の中空の撮影、身体が入らない機器類の裏側の手ざしによる撮影、天井点検口から挿入しての撮影などの技術を習得すれば、その場で映像を確認出来るので手鏡み以上に活用範囲が広がる。床上のローアングルから天井・壁を写す手法や、頭上高くから床・壁を写し込んで室内の雰囲気を伝える－なども考えられる。失敗した写真についても参考の一助になるし、撮影順の入れ替わりなどが起こり得るので削除しないほうがよい。
7. 写真の構図（フレーミング）は全写真とも出来るだけ横の構図としたい。縦の構図と横の構図の写真が入り混じると、調査報告書が読みにくいものとなるし、編集もしづらい。報告書添付写真では書式の統一感があれば読みやすいものとなる。
8. デジカメはメモ代わりにもなるから、たくさん撮影することが編集に役立つ。１シーンを２枚ずつ同じ位置で連続で撮るのは無駄なことで、２枚目は１歩か２歩だけ前後左右のどちらかに寄って撮る習慣を身に付ければ後から写真を選択する時に役に立つ。
9. 例えば、吹付け石綿などの劣化度の判定の一助として当該部分は撮影しておくのだが、あくまで全体のごく一部分の損傷であるにも拘わらず、この部分をアップで撮影してしまうと調査報告書を読む関係者は全面、全体だと認識してしまう恐れがある。この写真構図の決定は重要であるから注意を要する。損傷の部位と損傷されていない部分の面的な割合をどうするか、その損傷の程度（例えばへこんでいるのか、ササクレだっているのかなど）の撮影表現などは経験と技術を要する。例えば２枚の組写真としたり、逆光の発光撮影などを用いたりすることで、公平でかつ分かりやすい写真としたい。
10. 携帯電話に付属するカメラは性能の進化が著しいが、少しの衝撃でデータが消失する、記憶容量が不足している、扁平な画像形状である、縦の構図が主流であるなどの点や、携帯電話での撮影は依頼者の心証が良くないなどのマイナス要素があることから、現時点では調査に用いるには難がある。ただし今後の携帯電話に付属するカメラの高機能化によっては調査での使用が一般化する可能性もある。

	コメント
	写真と共にメモとして残しておきたいことや、気付いた点を記入する。



（演習）石綿含有建材に係る現地調査報告書の作成要領
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